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Ⅰ．はじめに

　当院では中央検査部配属の新人技師に対し、
2005年4月より初期ローテーション教育プログ
ラムに沿った教育を行い、教育要綱（図1）の
中に設けられた教育目標、達成目標、教育内容
に沿って一定期間の教育を行ったのち、各検査
室への配属を行っている。
　現在までの12年間に、約60名の新人技師が初
期ローテーション教育プログラムを経て各検査
室に配属され、専門知識の習得ならびに各種認
定の取得、ルーチン業務に活躍している。教育
については、それぞれの施設により定められた
プログラムが存在すると思われるが、今回は当

院における初期ローテーション教育プログラム
について紹介させていただく。

Ⅱ．育成委員会の設置

　中央検査部 育成委員会の中に下記の委員会
を設けており、それぞれに目的を持った教育活
動を行っている。新人技師のローテーション教
育には、主として初期ローテーション担当があ
たる。
1）勉強会担当
　検査技師としての資質向上を目的とした各種
勉強会の立案と定期的な開催、ならびに予演会
の開催なども行う。
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2）マナー担当
　生活態度、マナーおよび患者接遇など、検査
技術以外の必要事項について指導する。また、
マナー冊子等の編集も行っている。
3）初期ローテーション担当
　ローテーション予定作成と調整、ならびにそ
のサポートとコミュニケーション対応、
その他、教育要綱の編集および改定、学生臨地
実習の調整やサポート等も行っている。

Ⅲ．中央検査部教育要綱について

　中央検査部教育要綱は下記のように教育目
標、到達目標、期間、教育内容、評価から構成
されており、それぞれの内容が明確に記されて
いる。
　各検査室の教育要綱も同様の構成になってお
り、初期ローテーション教育を受ける新人にと
っては、何を目標として、何処を到達点とする
のか、またそこでどんな教育を受けられるのか
を明確に把握することができる。
　各検査室の教育要綱一例として採血・採尿検

査室のものを紹介する（図2）。

1）教育目標
　医療技術専門職としての自覚を持ち主体的に
学ぶ姿勢と、社会人･組織の一員としての姿勢
を身につける。
2）到達目標　
　中央検査部育成目標である「自己努力と協調
性」を基に以下の到達目標を定めている。
①臨床検査の意義と必要性を理解する。
②各検査室の基本知識と基本技術を習得し、緊
急臨床検査士の資格を習得する。
③医療チームの一員として中央検査部の役割と
責任を理解する。

3）期間
　初年度4月より定められた期間で実施する。
　（現状12月末日まで、翌年より各検査室に配
属）
4）教育内容
　中央検査部に初期ローテーション担当者をお
き、下記の内容につき教育を行う。
①共通事項（オリエンテーション）

図1　初期ローテーション教育要綱
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 検査概要、中央検査部組織、患者接遇、感染
知識、病院情報システム、医療安全管理、院
内の患者の流れなどを学ぶ。
②検査室ローテーション
 新人技師は、初期ローテーション中は採血･
採尿検査室に籍を置き、全員が採血技術の習
得および採血業務を行う。またこの期間、数
箇所の検体検査部門と生理検査部門をローテ
ーションし実務を経験する（図3）。
③その他
 ・各検査室にマナー担当者置く。
 ・  初期ローテーション中の定期的なミーティ
ング開催とサポートを行う。

 ・施設見学と積極的に勉強会へ参加する。
5）評価（図4）
①新人技師については、理解度の確認のため随
時レポートの提出と研修後評価表による自己
評価を行う。
②各検査室の教育担当者については、レポート
の評価、研修後評価シートによる評価、及び
申し送り表を提出する。

Ⅳ．現状での期待と効果

　当検査部は検体検査系（検査室数：8部門）、
生理検査系（検査室数：7部門）、診療支援部門
（検査室数：13部門）から成り、約200名の検査

技師が在籍している。
　組織が大きくなると、検査技師間や検査室間
でのコミュニケーションが非常に取りづらくな
るが、最初から決まった検査室に配置せず、採
血室という業務連携の高い検査室を経験するこ
とにより、その重要性を認識し、医療チームの
一員として中央検査部の役割と責任を理解でき
る人材が育成されることは、極めて重要な教育
の一つであると確信する。
　また、初期ローテーション教育の期間に、数
箇所の検体検査部門と生理検査部門をローテー
ションし実務を経験することで、医療技術専門
職としての自覚を持ち主体的に学ぶ姿勢と、社
会人･組織の一員としての姿勢を身につけると
ともに、各検査室の基本知識と基本技術を習得
することで、緊急臨床検査士の資格習得に挑戦
することもできる。
　更に、本教育期間中に築くヒューマン･コミ
ュニケーションが、教育期間が終了し配属が決
定した後まで、様々な業務状況の中で活かされ
て行くものと考える。
　こうした取り組みにより、中央検査部育成目
標である「自己努力と協調性」を養った人材が、
現在では中央検査部全体の約3割に到達し、初
期の研修者がそれぞれの配属先にて様々な資格
を取得するなど中心的な存在へと育って来てお
り、これからの5年、10年先の組織に大きな期

図2　各検査室の教育要綱一例（例：採血・採尿検査室）
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図3　初期ローテーション教育予定表（例：平成25年度時）

図4　研修後評価シートの一例（例：採血・採尿検査室）
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待を寄せている。

Ⅴ．まとめ

　教育への考え方は人それぞれであり、施設ご
とに違っていて当然だと思う。画一的な正解が
あるわけではなく、結果が直ぐに見えないもの
だけに、それぞれの教育者や施設が、自分達の
価値観と方針で作り上げていくべきものではな
いかと思う。
　「物質的な面では他の施設の真似ができても、

人という人材的な面においては、決して真似は
できない…」は、以前何処かの教育セミナーで
聞いた言葉ではあるが、やはり優れた人材の育
成には、組織立った計画的な取り組みが必要だ
と考える。
　来年、当検査部は生理検査系を含めたISO 

15189の認定範囲拡大を予定している。これを
機に、今後は初期ローテーション教育の経験を、
ISOで規定されている教育記録や力量評価
（QMS評価表）に反映できるような形にしたい
と思う。


